特定非営利活動法人 地域人権みんなの会
2020年度 通常総会　議案書
　　　　　2020年6月23日　/　岡山県民主会館

	1. 開会あいさつ

2. 議長選出

3. 議事録署名人について

4. 会長あいさつ

5. 議事

第1号議案　　　2019年度事業活動報告について
第2号議案　　　2019年度決算、監査報告について
第3号議案    2020年度事業計画(案)について
第4号議案　　　2020年度予算(案)について
第5号議案　　　退職報奨金制度について

　　

6. 討論・質疑・採択
7. 閉会あいさつ




みんなの家ななくさ　700-0056　岡山市北区西崎本町1-7　　電話086-253-8988　
　みんなの家だんだん　700-0056　岡山市北区西崎本町1-10　 電話086-250-9927
　みんなの家かるがも　702-8026　岡山市南区浦安本町158　  電話086-265-1165
  本部事務所　   700-0054　岡山市北区下伊福西町1-53　　　電話086-254-9555
　本部介護事業部 700-0056　岡山市北区西崎本町1-10　　　　電話086-250-9904
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax086-250-9906  (だんだん併用)
第1号議案　　　2019年度事業活動報告について
１、会員現勢について　

2020年6月1日現在、個人会員61名、団体会員6団体です。
２、理事会、事業所合同会議、本部事務局会議などの開催について
①理事会は、3回開催しました。

第1回理事会　　　2019年07月01日　岡山県民主会館

第2回理事会　　　2019年09月12日　　　同　　上
第3回理事会　　　2019年12月03日　 　 同　　上
第4回理事会　　　2020年6月04日　　　 同　  上
②本部事務局会議の定例化が定着し、毎月第1月曜日を基本に7人で開催してきました。
③3つの介護事業所の管理者さんを中心に毎月10日前後に、事業所合同会議を開催してきました。
３、小規模多機能型居宅介護事業所のとりくみ

 (1)利用実態推移表(2019年4月1日から2020年3月末)
みんなの家ななくさ　　　　　　　　　　　　　　　（登録上限　29名）　
	年/月
	19.4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	１2月
	20.1月
	2月
	3月

	介護
	22
	22
	22
	22

	22
	22
	22

	21

	22

	23

	23

	23

	予防
	7

	7
	7

	6

	7
	7

	7
	7
	7
	6
	6
	6

	計
	29
	29
	29

	28

	29
	29

	29
	28
	29
	29
	29
	29

	介護度
	1.77
	1.77
	1.77
	1.84

	1.84
	1.84
	1.8
	1.87
	1.94
	1.98
	1.98
	2.02


年間のべ　346人　平均28.8人／月　年間介護度数合計　646　平均介護度　1.87　　　　　
・新規利用者さん　5名　・利用中止者　　4名
みんなの家　かるがも　　　　　　　　　　　　　　（登録上限　　25名）　
	年/月
	19.4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	１2月
	20.1月
	2月
	3月

	介護
	17
	18
	17
	16
	16
	18
	18
	19
	21
	20
	20
	21

	予防
	3
	3
	4
	4
	4

	4
	3
	3
	3
	2
	2
	2

	計
	20
	21
	21
	20
	20
	22
	21
	22
	24
	22
	22
	23

	介護度
	1.94
	1.99
	1.93
	1.88
	1.93
	1.94
	1.85
	1.79
	1.98
	1.87
	1.73
	1.83


年間のべ　　258人、　　平均　21.5人/月　　　　年間介護度数合計　487.15　　平均介護度1.89　　　　　
新規利用者さん　　19名　・利用中止者　　　　19名
みんなの家　だんだん　　　　　　　　　　　　　　（登録上限12月まで18名、１月から25名）　
	年/月
	19.4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	１2月
	20.1月
	2月
	3月

	介護
	15
	15
	13
	14

	14
	15
	15

	14

	15

	18

	22

	22

	予防
	3

	3
	3

	3

	3
	3

	3
	3
	3
	3
	3
	3

	計
	18
	18
	16

	17

	17
	18

	18
	17
	18
	21
	25
	25

	介護度
	2.24
	2.24
	1.83
	2.13

	2.13
	2.35
	2.35
	2.31
	2.35
	2.35
	2.29
	2.29


年間のべ　　228人、　平均19人/月　　年間介護度数合計　520.2　平均介護度2.28　　　　　
・新規利用者さん　11名　・利用中止者　5名
（2）収入額　
①各事業所の月毎収入額の推移　　（万円）
	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	合計
	/月

	ななくさ
	573
	570
	543
	569
	593
	541
	567
	529
	630
	630
	631
	616
	6,996
	583

	だんだん
	411
	404
	372
	370
	395
	421
	427
	417
	423
	484
	559
	611
	5,299
	441

	かるがも
	430
	429
	411
	440
	392
	450
	447
	451
	446
	436
	403
	403
	5,144
	428

	合計
	1,415
	1,404
	1,327
	1,380
	1,380
	1,413
	1,442
	1,397
	1,500
	1,551
	1,594
	1,632
	17,440
	1,453


②収入内訳と前年比　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	
	ななくさ
	かるがも
	だんだん
	小計

	利用者の利用料負担
	5,235
	3,572
	3,732
	12,540（前年比111.7%）

	国保連・介護給付費
	58,426
	44,105
	43,131
	145,663（98.5％）

	食事代・宿泊代
	6,302
	3,769
	6,131
	16,203（117.0%）

	　　合計
	69,964
102.2%
	51,447
89.5%
	52,994
107.0%
	174,407
前年比100.8%


人件費総額は13,833万円。総収入に対する人件費比率は79.3％。（役員報酬を除くと73.5%）
（3）利用者一覧　(2020年4月1日・現在)
※ ななくさ
	
	利用者数
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	自己所有
住宅
	減額
対象
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	5
	2
	0
	0
	3
	4
	1

	要介護Ⅰ
	9
	5
	3
	0
	6
	5
	0

	要介護Ⅱ
	9
	8
	4
	4
	5
	6
	1

	要介護Ⅲ
	1
	0
	0
	0
	1
	1
	0

	要介護ⅳ
	1
	1
	0
	0
	0
	1
	0

	要介護Ⅴ
	4
	3
	4
	3
	1
	3
	1

	　　合計
	２９
	１９
	１1
	7
	１６
	２0
	３


※ だんだん
	
	利用者数
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	自己所有
住宅
	減額

対象
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	3
	2
	0
	0
	1
	2
	0

	要介護Ⅰ
	7
	3
	1
	0
	4
	4
	1

	要介護Ⅱ
	5
	2
	5
	2
	3
	4
	0

	要介護Ⅲ
	3
	1
	2
	0
	2
	1
	0

	要介護ⅳ
	3
	2
	2
	1
	1
	3
	0

	要介護Ⅴ
	3
	1
	2
	0
	2
	1
	0

	　　合計
	２４
	１１
	１２
	３
	１３
	１５
	１


※ かるがも
	
	利用者数
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	自己所有
住宅
	減額

対象
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	　2
	　1
	0
	0
	　2
	　1
	0

	要介護Ⅰ
	　9
	　6
	2　　
	　　2　
	　7
	　6
	0

	要介護Ⅱ
	　4
	　2
	　　4
	　　2
	　4
	　3
	1

	要介護Ⅲ
	　1
	　1
	　　0
	　　0
	　1
	　1
	0

	要介護ⅳ
	　2
	　2
	　　2
	　　2
	　1
	　1
	0　

	要介護Ⅴ
	　1
	　0
	　　1
	　　0
	　1
	　1
	0

	　　合計
	　１９
	　１２
	　　９
	　　６
	１６
	　１２
	１　


※　合 計

	
	利用者数
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	自己所有住宅
	減額

対象
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	　　10
	　5
	0
	0
	　 6
	　7
	1

	要介護Ⅰ
	　  25
	　14
	　　6
	　　2
	　 17
	　15
	1

	要介護Ⅱ
	　　18
	  12
	　13
	　　8
	12　 
	　13
	2

	要介護Ⅲ
	　　5　
	　2
	　　2
	　　0
	　 4
	　3
	　0

	要介護ⅳ
	　　6
	　5
	　　4
	　　3
	2　 
	　5
	0

	要介護Ⅴ
	　　8
	4　
	　　7
	　　3
	　 4
	　5
	1

	　　合計
	７２
	４２
	　 ３２
	　１６
	４５
	　４７
	　５


※　減額対象は、市民税非課税の世帯の利用者さんです。全体で65％、ななくさ69％、だんだん63％、かるがも63％となっています。一人暮らしの人の率は2017年4月で74％、2018年は67％、2019年61％、2020年58％です。現状を踏まえた課題はやはり、認知症の方への介護の在り方、住宅確保、看取り、病院や訪問看護ステーションとの連携などがあげられます。
(4)スタッフの学習、宣伝活動
　①第９回全日本民医連認知症懇話会in岡山　
　2019年９月２７～２８日、第９回全日本民医連認知症懇話会が岡山市で開催されました。認知症懇話会は全日本民医連の自主研究会の一つです。民医連の構成団体の一つとしてみんなの会も積極的に参加しました。１日目の岡山県連各事業所からの報告に、みんなの家も紹介されました。講演は三喜株式会社「ぶどうの家」代表の津田由起子さんが「目の前のその人をささえる。在宅にこだわる」の理念にもとづく内容を感動的に話されました。その後、7会場に分かれて分科会が行われました。口演７８、ポスター７６、計１５４演題が発表されました。その中に、みんなの会から3名が発表しました。
２日目の３人の認知症当事者による座談会にも、みんなの家から数名が参加して学習を深めました。当事者の方たちから、「医療やケアのみなさんは、何でも自分たちだけで考え、決めようとする。でも、そうじゃなくて、本人の意見をたくさん聞いてほしい」、と。　認知症の人はわからない人たちだから、われわれが考えなければならない、ケアしなければならない、という強迫観念のようなものが、知らず知らずのうちに身についてしまっていることに警鐘が鳴らされ、認知症の人の尊厳を守ることがどういうことか、学んだ集会でした。
②みんなの家スタッフ交流学習会
2019年10月27日（日）、岡山県民主会館で開催。33人が参加。集会テーマは「より良いチーム介護にむけてみんなの思いを語り合おう」でした。2019年9月27日開催の全日本民医連認知症懇話会in岡山に3人のスタッフが発表。その事例をさらに整理して交流会で発表してもらいました。途中から、分散会で身近な課題として話し合いました。
ななくさの立石さんは『認知症利用者の心のケア』、だんだんの佐々木さんは『その人の思いに寄り添ったチームケアと家族との連携』、かるがもの江田さんは『地域環境とコミュニケーション』でした。
　
４、学習会

　(1)　あなたとともに考える人権問題学習会 
　　　2019年12月7日(土)の午後、勤労者福祉センター4階大会議室で開催。参加者は全体で51名。小規模多機能事業所を取り上げた映画「ケアニン・・あなたでよかった・・」を上映。若者の介護への視点、人間の命とその尊厳に鋭く敏感に感じていく、集団の中での成長、家族の絆の再生を考えさせられたものでした。現実の同じ小規模多機能の職場でよくよく課題となる話題を散りばめていました。
事例報告が３件。小規模多機能ホームのみんなの家かるがものKさんから「高次脳機能障害の事例」、小規模多機能ホームみえさんちの家のOさんが「その人らしさを支えるために　・・・終末期やりたいことリスト・・」、小規模多機能ホームみんなの家だんだんのSさんが「若年性認知症と共に歩む」、と題してそれぞれパワーポイントを使って発表でした。
かるがものKさんは、免疫力が四分の一になっている利用者さんにたいして、服薬を確実に行う、通い時には声かけ、誘導などをきちんとしながら、本人のできることをして過ごす。本人の同意なしに物事をすすめない。在宅時には、本人のこだわりを理解し、予測のできない出来事に対し迅速に対応。本人の行動で新たに対応したりする時はキーパーソンの息子さんに連絡し相談する。本人には、決して無理強いしない。そして、地域住民の方々に利用者さんの実態と取り組んでいることの理解を広めること、これらを総合的に取り組みたい、という内容。かるがもの職員です、と伝えるとその利用者さんの頑なさが少し緩くなるという、この間のとりくみの成果も出てきていると話されます。

みえさんちの家のOさんは、91歳の要介護4の男性の利用者さんのことを取り上げて報告。可能な限り在宅で過ごしてもらうこと、やりたいことリストを一緒に考える、などの支援内容をきちんと確認。やりたいことリストには、自宅で過ごし好きなお酒が飲める、妻の一周忌法要がとどこおりなくおこなえる、顔なじみの店員さんと挨拶を交わす、市政報告会でおでんとお酒を振舞うなど１２項目。そのなかで、まだかつての仕事場のOB会に行けてないこと、行きつけの寿司屋でにぎりをたべる、この二つが実現できていない、と。そして、「地域に貢献し信頼も厚く生きてきた背景が財産となり、家族、地域の中で知人や戦争を反対する仲間に支えられて生活を続けています。その人らしさを支えるために、リストを作成することで明確になり目標ができ評価することができました。事業所職員が同じ共通認識の上でその人らしさを支援することが大切と感じました。また人としてAさんから学び職員も成長することができました」とまとめられました。

だんだんのSさんは、ともに働いてスタッフさんが若年性認知症と診断されるなか、それでも本人・家族との話し合いの中で働き続けられる条件をつくりに奮闘し、進行するなかで利用者さんとして迎えている事例を報告。本人の成育・生活歴や家族のこと、職場スタッフと認知症についての理解を育んでいったことなど感動的に話します。そして、考察と今後の課題として、帰宅願望が強くなるなど精神的に不安定になることに対して、状態に応じて対応し、役割を果たしてもらいながら気分転換など一緒に行動することを前提にする。そして、認知症とわかってからの職場の理解と葛藤、受診することによって家族の受け入れの変化、小規模多機能だからできる支援、これらを総括しながら、課題としては・本人の役割の継続、・本人自身が病状の受け入れができること、・地域に認知症の理解をしていただくよう伝えていくこと、・家族の負担軽減を図る、とまとめられました。

これらの事例報告対して、「やりたいことリスト」とその実現向けて、例えば故郷の加茂大祭に一緒にいってあげるなどほんとにすばらしいとりくみ、と感想を述べられる方、スタッフさんたちにほんとにお世話になっています、と語る利用者さん、などもおられて、会場は和んでいきました。

事例発表をしてくださった方々、また事業所で日頃から、その人らしく生きていくために寄り添い、最後まで生きて生き抜く人生を支えておられる事業所とスタッフさんたちの連帯が輝いた企画でした。
５、会報「ＮＰＯ・地域人権だより」の発行について

2019年度の会報は、2回の発行になりました。印刷部数は毎回１００部です。

第53号、2020年3月22日発行
第54号、2020年5月20日発行
　　
6、その他

①岡山県地域人権問題研究集会実行委員会に加入し、積極的に参加しました。
②「浅田達雄さんを支援する会」のとりくみに力を注ぎ、2018年3月14日の岡山地裁、同年12月13日の広島高裁岡山支部で完全勝利を勝ち取りました。その成果をもって2019年11月、「空飛ぶ車椅子・浅田さんとともに沖縄へ」を実現。みんなの家のみなさんの協力があってこその企画となりました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【資料】　　　収入額　(万円)、利用人数、平均介護度などの推移　　　
　
	
	ななくさ
2006.07.01開設
	かるがも
2010.04.01開設
	だんだん
2013.07.01開設
	　小計

	2012(平成24)年度
	6,517
295人　　2.38
	4,024
228人　　1.90
	
	10,541
518人　　43人/月

	2013年度
	5,858
270人
	4,129
260人
	1,485
65人
	11,473
595人　　50人/月

	2014年度
	6,651
296人　　2.49　
	4,019
262人　　1.54　
	3,298
186人　　2.03　
	13,969
744人　　62人/月

	2015年度
	7,646
324人　　2.40　
	4,168
245人　　1.50　
	4,082
204人　　2.10
	15,897
773人　　64人/月

	2016年度
	7,442
338人　　2.20
	4,445
248人　　1.70
	4,491
203人　　2.30
	16,379
789人　　65人/月　

	2017年度
	7,048
340人　　2.00
	4,824
246人　　1.71
	4,949
209人　　2.59
	16,822
795人　　66人/月

	2018(平成30)年度
	6,594
334人　　1.81
	5,749
259人　　2.04　
	4,954
210人　　2.44
	17,298
803人　　67人/月

	2019年度
	6,996
346人    1.87
	5,144
258人    1.89
	5,299
228人 　 2.28
	17,440
832人　　69人/月

	2020年度目標

	7,200
336人
	5,400
276人
	6,600
288人
	19,200

900人　　75人/月


第2号議案　　　2019年度決算、監査報告について
[image: image1.emf]科　　　目 備　　　考

Ⅰ　収入の部

　１　財産運用収入

0

　２　会費収入

　　・正会員会費 95,400

3000×27人,1200×12、

　　・団体賛助会費 72,000 167,400 １２０００円×6口

　３　事業収入

　　・人権問題講演会 18,500

　　・ホームヘルパー養成講座 0

　　・小規模多機能型居宅介護事業所事業 174,623,036 174,641,536

　４　寄付金収入 0 0

　５　雑収入 2,686,999 2,686,999

事業所雇用関係助成金など

　６　事業補助金 119,801 119,801

2018.2019年度啓発事業岡山市

　7　特別利益　固定資産受贈益 0 0

　当期収入合計（Ａ） 177,615,736

　前期繰越収支差額 42,858,048 42,858,048

　収入合計（Ｂ） 220,473,784

Ⅱ　支出の部

　１　事業費

　　・学習研修費 122,534

　　・研究調査費 0

　　・人権問題相談会 0

　　・機関紙発行費 2,860

　　・雑損失(支払利息など) 230,636

　　・小規模多機能型居宅介護事業所事業 181,051,459 181,407,489

　２　管理費

　　・役員報酬 0

　　・退職金 0

　　・臨時雇賃金 0

　　・福利厚生費 50,000

　　・会議費 137,675

　　・旅費交通費 380,100

　　・通信運搬費 114,561

　　・消耗品費 9,758

　　・印刷製本費 131,732

　　・備品費 0

　　・営繕費 844,933

　　・保険料 0

　　・租税公課 121,000

　　・雑費 47,882 1,837,641

　３　予備費 0

　当期支出合計（Ｃ） 183,245,130

　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） -5,629,394

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 37,228,654

2019年度特定非営利活動に係る事業会計収支計算書

金　　　額　　　（単位：円）

2019年　4月　１日　から　2020年　3月３1日まで

特定非営利活動法人

地域人権みんなの会
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科　　　　目

Ⅰ資産の部

　１　流動資産

　現金預金

 　　　 現金　手許有高 1,462,178

　　　　普通預金　　　（中国銀行など9通） 17,851,221

　未収入金 29,636,762

　前払費用 363,000

　仮払い金 0

　　　　流動資産合計 49,313,161

　２　固定資産

　　　　無形固定資産・ソフトウェア 641,663

　　　　建物 24,021,792

　　　　工具・器具・備品 76,862

　　　　リース資産 132,840

　　　　構築物 286,040

        基金　　　　　　　　（林協同基金） 100,000

　　　　土地 19,208,485

　　　投資その他の資金 4,879,534

　　　　　　　固定資産合計 49,347,216

　　　　　　　資産合計 98,660,377

Ⅱ負債の部

　１　流動負債

　　　　　未払い金 22,462,992

　　　　　預かり金 852,731

　　　　　仮受金 0

　　　　　未払い法人税など 121,000

　　　　　借入金 37,995,000

　　　　　　　流動負債合計 61,431,723

　２　固定負債

　　　　　　　固定負債合計 0

　　　　　　　負債合計 61,431,723

Ⅲ正味財産の部

　　　前期繰越正味財産 42,858,048

　　　当期正味財産増加額(減少額) -5,629,394

　　　　　　　正味財産合計 37,228,654

　　　　　　　負債及び正味財産合計 98,660,377

2019年度特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表

2020年　３月　３１日現在

金　　　　額

地域人権みんなの会


[image: image3.emf]特定非営利活動法人

科　　　　目

Ⅰ資産の部

　１　流動資産

本部・中銀1 12,303

　現金預金

本部・中銀2 703,509

 　　　 現金　手許有高 1,462,178

ななくさ中銀 5,424,401

　　　　普通預金　（中国銀行など9通） 17,851,221

ななくさ信金 8,538

　未収入金 29,636,762

ななくさ郵貯 10,049

　前払費用 363,000

かるがも郵貯 497,096

　仮払金 0

かるがも中銀 4,346,034

　　　　流動資産合計 49,313,161 49,313,161

かるがも定期

507,000

　２　固定資産

だんだん中銀

5,885,766

　　　　無形固定資産・ソフトウェア 641,663

本部・郵便

456,525

　　　　建物 24,021,792

　　　　リース資産 132,840

　　　　構築物 286,040

　　　　工具・器具・備品 76,862

        基金　　　　　　　　（林協同基金） 100,000

　　　　土　地 19,208,485

44,467,682 44,467,682

　　　　投資その他の資金 4,879,534 4,879,534

　　　　　　　固定資産合計 49,347,216

　　　　　　　資産合計 98,660,377

Ⅱ負債の部

　１　流動負債

　　　　　未払い金 22,462,992

　　　　　預かり金 852,731

　　　　　仮受金 0

日本政策金融公庫1

13,475,000

　　　　　未払い法人税など 121,000

日本政策金融公庫2

9,020,000

　　　　　借入金（金融公庫、民主教育） 37,995,000

個人

4,000,000

　　　　　　　流動負債合計 61,431,723

県人権連 8,500,000

　２　固定負債

財・民主教育3 3,000,000

　　　　　　　固定負債合計 0

　　　　　　　負債合計 61,431,723

Ⅲ正味財産の部

　　　前期繰越正味財産 42,858,048

　　　当期正味財産増加額(減少額) -5,629,394

　　　　　　　正味財産合計 37,228,654

　　　　　　　負債及び正味財産合計 98,660,377

2020年　３月　３１日現在

地域人権みんなの会

金　　　　額

2019年度特定非営利活動に係る事業会計財産目録


監査報告
[image: image4.emf]
第3号議案    2020年度事業計画（案）について
　　2020年度の活動は以下を重点においてとりくみます。
　　　

1、介護事業所活動の安定と広がりをめざします
2020年1月下旬から世界的に広まった新型コロナウイルス問題。感染拡大防止のために各事業所は大変な緊張感を強いられてきました。密閉、密集、密接の「3密」が厳禁とされる感染症対策ですが、私たちの介護事業所では、それを回避することは困難です。エッセンシャルな人間社会の活動として、その危険とも向き合いながら対応してきました。これからも、感染症対策としての予防策を徹底していきます。スタッフや利用者さんの日常生活でなるべく「3密」を避けるとともに、「物を介した感染」に対しても注意し、予防対策を具体化します。
政治による社会保障制度切り捨てがさらに強まる中、人権確立の視点で公的保障の充実をめざします。特に、高齢者、障害者の生活を脅かす、自助を中心にしてその次に共助を置き、公助を切り捨てようとする動きにたいして、法人は多くの仲間と共に、安全・安心の地域づくりの観点から、地域で住み続けられるための政策を実現させるために奮闘していきます。
私たちは、現在3つある小規模多機能型居宅介護事業所を利用者さんと家族に寄り添い、より役割を大きくになう存在にしていきたいと思います。
理事会と事務局、会員の連携のもと、本来の社会保障充実への活動の発展をめざします。理事会で以下の課題を追求していきます。課題ごとに、会員のみなさんに協力を呼び掛けます。
①法人組織の在り方を検討し具体化する
　ア、ＮＰＯ法人としての機能強化・・・・・事務所機能の整備、理事会組織運営
イ、将来検討・・・・・　社会的貢献活動、事業活動、要求実現活動　これらの総合的なとりくみ
ウ、継承し発展させるための具体的人的配置　・・・若い人たちの登用
②事業活動の安定・強化をはかるとりくみ
　ア、小規模多機能事業所の安定的運営と発展
　　　○住民の要望に応えて、登録定数を増やせるためのとりくみ
〇正規職への転換、給与などの改善
〇職場環境の改善
〇働き甲斐と結びついた看護・介護観の形成、学習・研修活動
〇民医連共済の活用、民医連活動へのより接近と実践
　イ、経営の健全化・透明化、そして運営資金の確保
　　　〇事業所管理者・事務局合同会議、ケアマネ会議の定例化
　　　〇理事会での経営・運営実態の報告
　　　〇本部事務局での全体の財政の進捗状況などの確認
　　　〇ホームページに財政も含めた総会議案書の掲載
　　　〇「地域人権だより」に経営状況などを掲載し会員さんにしらせます。
③社会保障、社会福祉の向上、互いに助け合うとりくみ
　ア、浅田訴訟決勝利の意義を学び、行政に活かせるための学習
　イ、成年後見制度の活用支援
　ウ、いのちのとりで裁判、年金引下げ違憲裁判への支援
　エ、高齢者一人暮らしの不安に対応できるとりくみ、事業活動の検討
　オ、地域住民への生活支援のとりくみ、事業活動の検討
2、「ななくさ」「かるがも」「だんだん」活動　
（1）｢みんなの家ななくさ｣のとりくみ
　2006年７月、小規模多機能ホームとして市内で2番目に開設できました。地域密着型の典型的なとりくみ
として利用者さんや家族、関係者から評価を受けています。ななくさの地域密着としての特徴の一つは、2014年4月から、ななくさに隣接するアパートを活用していることです。独居の利用者さんたちを在宅の生活支援と介護という形で、小規模多機能型居宅介護事業所が、その方の最後の人生までともに過ごせたらという決意のもとでの取り組みとなっています。

利用者さんは石井中学校区に在住の方たちが中心になってきました。在宅支援事業所、病院関係者などからの紹介、地域人権運動の地域組織、障害者施設関係、生活と健康を守る会などからも利用につながる相談もよせられ、事業所と地域社会を結ぶひとつのパイプになっています。

ななくさは、みんなの家だんだんとともに運営推進会議を設置しています。運営推進会議には、小・中学校長、町内会長、民生委員、利用者のご家族、地域包括支援センター、公民館スタッフ、生協クリニックの看護師さんの方々が参画していただいています。この方たちの力も発揮していただいて、地域密着型の施設として発展させていきます。
感染症対策にも配慮しながら、家族会、地域カフェ、こども食堂など考えられる地域住民や利用者家族との共同のとりくみを構想し実現のために奮闘します。経営については、利用者さん登録は28人／月、収入は600万円／月をめざします。
ア、理念に基づいて実践する　イ、　職員間の連携とチーム介護の確立をめざす　ウ、介護の質の向上と介護技術資格取得を目指す　エ、地域との交流を深める、オ、防災対策を地域の中でとりくむ、これらを柱に日常のとりくみを具体化していきます。
（2）｢みんなの家かるがも｣のとりくみ
かるがもは、岡山市の南区在住の｢友の会｣メンバーから要請され、2010年4月1日に開設、今年10周年を迎えました。開設当初は医療生協関係者、友の会関係者などのご紹介でスタッフも構成することができました。介護・医療の経験豊かなスタッフも加わっています。南区の住民だけでなく中区まで含めた広範囲のエリアの方々が利用されています。さらにさまざまな利用形態の方々ににも寄り添える体制や運営方針の確立を目指します。
運営推進会議には、友の会役員、地域包括支援センターのスタッフ、地元町内会長、民生委員の方々なども参加していただいています。地元、浦安本町の住民の皆さんに、ニュースや「かるがもたより」の活用をつうじて、小規模多機能としての、みんなの家かるがもがより親しまれる、より頼りになる存在となるように取り組みます。
スタッフの連携と学習に力を注ぎます。家族会の開催、友の会との連携、住民との交流の機会なども含め、地域密着型の施設として発展をめざします。

　友の会の活性化をはかり、経営については、23人／月以上の利用登録者、収入は450万円／月をめざしま
す。
　具体的な活動は、ア、理念に基づいて実践できる体制作り　イ、職員間の連携とチーム介護確立　ウ、介護技術
の向上と認知症に対する理解を深め介護の質の向上をめざす　エ、地域とのかかわりを強め交流を深める　などを
柱に展開していきます。
（3）｢みんなの家だんだん｣のとりくみ
「みんなの家ななくさ」のサテライトとして「みんなの家だんだん」を2013年7月1日に開設、2020年1月から独立し定員上限を25名としました。
今年度は、24人／月の利用者登録、550万円／月を目標とします。

ななくさと協力して、利用者さんを中心に地域住民に開かれた催しを企画します。また、認知症利用者さんへの理解と具体的対応などにかかわり、特に困難な事例の場合ほど基本的な理念こそが大切だという姿勢が貫かれるための、学習や集団討議を大切にします。
ななくさのサテライトの位置づけから独立し、新たな体制もある程度定着してきたなか、共通の目標をもち、スタッフの連携を強め、引き続き、人権認識を高めあえる職場づくりを目指します。
(4)職員の働きがいがある職場作り

　2020年6月1日現在で、ななくさには21名（常勤換算数13.0人）、かるがもは15名（常勤換算数12.6人）、だんだんは18名（常勤換算数13.4人）、合わせて54名（常勤換算数39.0人）がスタッフとして奮闘してくれています。事業所の運営の中心は職員の方々です。職員がいきいきと仕事が出来る条件作りが利用者を大切できる施設につながります。
近年、介護事業所全般で利用者さんからのセクハラや暴力も問題となる案件が発生していることもあり、職員が安心して働ける条件作りをさらに追求します。また、専門職としての役割がさらに発揮できるよう、研修機会の提供、将来の事業所作りへの参画などを重視します。
今年は、専門職資格取得への支援を具体化していきます。
　60歳未満で2年間の労働条件、40時間/週を経験された方には、その方の希望も取り入れながら正規職員としての雇用に切り替えています。今年度も新たに2名の方が時給制から正規職員に移行することができました。
スタッフ一人ひとりが介護の仕事を大切にして、社会的に寄与すること、そのことが介護の仕事への社会的評価を高めること、利用者さんの生活の向上につながること、自らの生き方をひろげて充実させることにつながるという意気ごみを寄せあうことができる職場として発展させていきます。

ななくさ、かるがも、だんだんの職員間をはじめ、当会の役員と職員の交流・話し合う場を確立しながら、民主的運営のもと互いに成長が保障される職場をめざします。
毎月、中旬に、３つの事業所の管理者などで構成する合同事務局会議を開催します。
そのほか、定期的に３つの事業所のケアマネ合同会議、事務担当者合同会議などを開催し、法人としての統一性とそれぞれの事業所としての柔軟性を活かし、利用者さんに寄り添える支援と介護を展開します。
今年度は、新型コロナウイルス問題もあり、スタッフ交流集会は開催を控えます。各事業所でカンファレンスを通じて、利用者さんの措かれている環境や生育歴など共通認識にしながら、「健康の社会的決定要因（SDH）」にも触れた学習につながるよう工夫した取り組みをすすめます。
民医連に加入している組織として、共済の取り組みなどに加わり、共済制度を活用していきます。
(5)事業所と法人の連携について
法人として、事務局を担う人たちや各事業所スタッフさんたちに、さまざまな学ぶ機会を保障します。制度教育や職場外のいろいろな企画などへの参加を大切にします。「人は必ず変わる」という観点から一人ひとりの職員の成長を大いに期待して、声や思いに耳を傾け、仕事や集団づくりへの積極性を引き出すような援助や話し合いが求められています。職場目標と結びついた個人目標づくりを援助し、個別面接も重視します。

各事業所がＮＰＯ法人組織の理念を具現化することを目標に取り組むなかで、様々な課題が発生します。課題を前向きにとらえて事業所の前進、地域の福祉力と自治能力の向上、制度の前進的な改革などに結びつけます。
そのためにも、
①事業所経営理念の遂行と経営財務に責任を負い経営の中軸となる管理職集団の形成
②職員が共通の理念に照らして対等に意思疎通ができる体制の確保
③利用者、家族の要求などが主張しやすい運営体制
④事業所職場から発する諸問題について適宜相談し合うことができる法人体制の確立、などをめざします。

(6)持続し展望を見据えた経営のために

ななくさ、かるがも、だんだん、3つの事業所を開設・運営するうえで、団体・個人から原資を借りうけています。また、この３年間で二度、日本政策金融公庫から借り受けました。契約に基づき返金していくことがまず求められます。また、施設・設備のメンテナンスや更新、新たな福祉事業の展開なども想定して、自己資金を確保していくことは、利用者さんの立場に立ったうえでも経営上欠かせないことです。

営利自体を追求することが事業目的ではありませんが、借入金を減らし、積立金を生み出すことは、働く人々が安心して仕事を続けれる条件づくりの一つであり、さらにひろがる利用者さんたちの潜在的な福祉要求を掘り起こし、地域の福祉力を組織して積極的な活動を展開する基盤づくりとなります。公的制度ではない、住民の諸要求を事業化していくうえでもこの保証があってこそ着手・実現できるものと自覚して、経営にあたっていきます。
（7）報酬をうけとる役員について

報酬をうけとる役員として、2020年度は田中金一、吉岡昇の各理事を充てます。報酬は年額4,645,800円、
2,680,800円、その期間は2020年6月から2021年5月とします。2名は、NPO法人地域人権みんなの会、小
規模多機能型居宅介護事業所の発展を企画し実施する任務にあたります。

3、将来を見据えて活動の広がりを
(1)仮称・おかやま人権ネットワークの結成について
①結成の目的

　地域を基礎に人権確立をはかり、住み続けられる地域を協同の力で創りあげていくことは、すべての人たちに共通する課題となっています。
地域に人権を確立させていこうとする組織が力をあわせて、人権侵害に対して世論を広め、その解決の在り方を市民・県民の側からともに提起していくことは人権概念そのものを深めていくことにつながります。特に、若い世代の人たちによる人権を基調にした社会形成をすすめるうえでも、大きな推進力が求められています。これらの目的、思いを込めて、仮称・おかやま人権ネットワークを結成したいと考えています。
②結成にむけて
　当面、理念、目的、対象、活動の柱、財政などの基本的な課題を準備会会議で整理していきます。
そして、NPO法人地域人権みんなの会、県人権連、一財・岡山県民主教育研究会などでも具体的イメージなどについても論議を展開し、それぞれの団体で意思決定をはかっていきます。
　　　
(2)地域社会へ貢献していくとりくみの検討

　　①コミュニティの場所づくり
・コロナ問題で、社会活動や人々の連携の在り様が変化してきています。
そういう中でも、人と人がふれあいができる取り組みを考えていきます。カフェ活動、子ども食堂など、地域住民に寄り添う取り組みも検討していきます。
　　　・感染症拡大防止対策を日頃から執りながら、それぞれの小規模多機能ホームは、祭り、つどい、映画会など、地域住民と利用者さんたちの交流の場を提供していきます。
②活動を担う人たちを結集していく諸準備と場所の確保などの検討
（3）NPO法人地域人権みんなの会の結成２０周年記念企画について
　　２００１年１２月１５日が結成総会を開催した日です。２０２１年１２月の２０周年に向けて、今年度から企画内容を検討していきます。

4、県民を対象とした学習懇談会などの開催について

(1)「人権を考える学習集会」

今年度は、あなたとともに考える人権学習集会を12月5日(土)に、岡山市内で開催します。医療・介護現場の実態、患者・利用者さんたちと働く人々の置かれている現状、これらを柱にして人権保障にかかわる学習を深められる企画を検討します。規模は50人とし、岡山市の人権啓発推進補助金事業として取り組みます。
(2)地域人権問題研究集会など

2020年11月6.7日、岡山市民文化センターで開催予定であった第16回地域人権問題全国研究集会は、新型コロナウイルスの問題で1年以上の延期とされました。それにむけて、これまでのNPO法人地域人権みんなの会のとりくんできた事業活動、学習活動などが人権確立、地域での安心・安全にどのように反映してきたのか、この間の中間まとめをおこない、集会の内容に反映させていきます。
（3）その他

　浅田達雄さんが岡山市を提訴して裁判で勝利したにもかかわらず、県下の自治体では介護保険優先の姿勢に変化は生まれていません。引き続き、浅田訴訟判決の意義を広め自治体行政レベルにも反映させていくことが求められています。
「民医連」をはじめ、医療・介護の実践を通じて人権確立をめざす諸団体が提起する学習会にも積極的に対応します。子育て世代の要求を人権の視点からとらえる課題の一つとして、「保育所、幼稚園、子ども園」にかかわる学習会などを検討します。
5、広報・宣伝・学習・研究活動

地域住民・市民の観点から人権を考える観点での広報・宣伝活動は極めて大切になっています。住民の民主的地域づくりのとりくみや介護と事業所の社会的認知を高めていくとりくみ、社会保障を充実させる諸活動などにも積極的に参加し、非営利共同のとりくみを重視します。

一般財団法人岡山県民主教育研究会と共同して、「人権」や「地域」にかかわる研究書籍を発行し普及します。｢地域人権だより｣を適宜発行します。会員内外からの投稿もいただき内容を充実させます。NPO法人地域人権みんなの会のブログを活用し、公開の原則にも対応していきます。

将来にわたり安定的な事業展開を展望する上での法人のあり方の研究を具体的にすすめます。また、それぞれの事業所の内容、地域密着で成果を上げているとりくみなどを広く市民に広げていきます。
6、会員の拡大

　諸活動を積極的に展開させるなかで会員拡大をめざします。ＮＰＯの意義と当会の目的を多くの人に理解をえる独自のとりくみも必要です。

　学習活動、事業活動などに会員外の人々の参加、協力を訴え、そのとりくみを通じて入会を働きかけます。また、専門家の方々に直接入会の呼び掛け活動を展開します。

　個人会費は、月額250円です。70歳以上の方、障害者の方などは月額100円とします。
7、運営について
①　理事会はすくなくとも4ヶ月に一度開催することをめざします。
②　個別分野にかかわる計画づくりの会議は随時開催します。
③ 「NPO・地域人権だより」は年4回程度発行します。

④　法人役員は、ななくさ、かるがも、だんだんの運営にかかわるとりくみや諸会議に積極的に参画します。

⑤　県内の人権課題に積極的に接近し、特に福祉の向上をめざすとりくみのために奮闘します。

⑥　西日本豪雨、東日本大震災など復旧・復興支援を引き続き行います。
⑦　民医連、民商、商工会議所に加盟していることを活かし、社会的信頼を高めながら、安定性、将来性を確立します。
第４号議案　　2020年度予算(案)について
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Ⅰ　収入の部

　１　財産運用収入

0

　２　会費収入

　　・正会員会費 130,000

60人

　　・団体賛助会費 72,000 202,000 6団体

　３　事業収入

　　・人権問題講演会 30,000

あなたとともに・・学習集会

　　・ホームヘルパー養成講座 0

　　・小規模多機能型居宅介護事業所事業 192,000,000 192,030,000

な600万/月、か450万/月、だ550万/月

　４　寄付金収入 10,000 10,000

　５　雑収入 1,500,000 1,500,000

労働局など雇用関係助成金等

　６　事業補助金 100,000 100,000

人権学習への岡山市助成　

　当期収入合計（Ａ） 193,842,000

　前期繰越収支差額 37,228,654 37,228,654

　収入合計（Ｂ） 231,070,654

Ⅱ　支出の部

　１　事業費

　　・学習研修費 200,000

　　・研究調査費 500,000

　　・人権問題相談会 10,000

　　・機関紙発行費 30,000

　　・事業開設費 10,000

　　・小規模多機能型居宅介護事業所事業 186,000,000 186,750,000

　２　管理費

　　・役員報酬 0

　　・退職金 0

　　・臨時雇賃金 0

　　・福利厚生費 300,000

　　・会議費 150,000

　　・旅費交通費 400,000

　　・通信運搬費 100,000

　　・消耗品費 50,000

　　・印刷製本費 50,000

　　・光熱水道費 10,000

　　・備品費 200,000 パソコン環境整備

　　・保険料 0

　　・租税公課 1,200,000

　　・雑費 50,000 2,510,000

　３　予備費 0

　当期支出合計（Ｃ） 189,260,000

　当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 4,582,000

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 41,810,654

2020年度特定非営利活動に係る事業会計収支予算書

金　　　額　　　（単位：円）

2020年　４月　１日　から　2021年　3月３1日まで

特定非営利活動法人

地域人権みんなの会



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
【参考資料】
　　　　　　　役員名簿

　　　　　　　　　　　2019年7月1日から2021年6月30日まで

	役名
	氏　名
	住所又は居所　　　　　
	就任期間
	報酬を受ける役員

	理事
	中島純男
	岡山市北区岩井二丁目5番27号
	
	

	理事
	村上雅彦
	井原市神代町2323番地
	
	

	理事
	三戸康生
	岡山市北区伊福町二丁目18番15号
	
	

	理事
	吉野一正
	岡山市中区四御神94番地の4
	
	

	理事
	大西幸一
	岡山市中区長岡4番地64号
	
	

	理事
	鷲尾　裕
	岡山市南区内尾３５６の２３番地
	
	

	理事
	田中金一
	岡山市北区奥田西町11番19号
	
	○

	理事
	吉岡　昇
	新見市高尾2284番地4
	
	○

	理事
	住宅俊乃
	岡山市北区西崎1丁目10-5-2
	
	

	理事
	中島正智
	岡山市北区岩井二丁目5番27号
	
	

	理事
	妹尾善弘
	倉敷市西阿知町西原１０３５番地
	
	

	理事
	江田大志
	岡山市南区築港緑町2丁目2-23
	
	

	監事
	藤澤末博
	津山市大谷３４４番地の4
	
	

	監事
	福木　実
	赤磐市山陽団地4丁目7番22号
	
	


第5号議案　　退職報奨金制度について
　特別な功績があった役員についての退職報奨金制度の規定を定めます。
制度導入の理由
退職となる役員のうち「特別な功績等」に該当する役員に対して「退職報奨金」を支給できるようにしたい。
規定について
　　　　定款では　　第4章 役員及び職員の（報酬等）にかかる第２０条に
第２０条 役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬を受けることができる。

２  役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

３  前２項に関して必要な事項は、総会の議決を経て、会長が別に定める。

とされている。
 　第2項に基づく「特別な功績があった役員」に対して「退職報奨金」を支給できる規定を、第3項に照らして、今総会に提案します。
　　
「退職報奨金規定」案

　役員のうち、特別な功績があったものに対して、報奨金を支給することができる。但し、対象、理由、金額など、理事会での決議を必要とする。
　　2020年6月23日、制定。
　
　　　　2020年度借入限度額





2020年度の新たな借入金の最高限度額を3,000万円とします。
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